
広報 広報 
月号 月号 1111平成22年 

2010 November No.68

http://www.town.shichinohe.aomori.jphttp://www.town.shichinohe.aomori.jp

新幹線駅開業特集 

まちのできごとあれこれ 

行政のひろば 

保健情報 

スポーツ情報 

いきいきひろば 

お知らせ 

2 

3～4 

5～7 

8～11 

12～13 

14～15 

16～21 

 

� � � � � � � �
 

 

 

 

　七戸小学校と城南小学校の５年生80人が、自分たち

の手で植えた稲の収穫を体験しました。 

詳細は３ページをご覧ください。 

 

実りの秋・収穫の秋！！　 
 
実りの秋・収穫の秋！！　 
 
実りの秋・収穫の秋！！　 
 

七戸小学校・城南小学校の 
５年生児童が稲刈り体験 
七戸小学校・城南小学校の 
５年生児童が稲刈り体験 
 

七戸小学校・城南小学校の 
５年生児童が稲刈り体験 
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●七戸町新商品レシピの完成 

 

　
東
北
新
幹
線
七
戸
十
和
田
駅
開
業
ま

で
50
日
と
な
っ
た
10
月
15
日
、
道
の
駅

し
ち
の
へ
の
正
面
に
、
新
幹
線
新
型
車

両
を
バ
ッ
ク
に
立
つ
駅
員
の
記
念
写
真

撮
影
用
の
顔
出
し
パ
ネ
ル
を
設
置
し
ま

し
た
。 

　
パ
ネ
ル
は
七
戸
町
観
光
交
流
セ
ン
タ

ー
オ
ー
プ
ン
後
に
は
、
同
セ
ン
タ
ー
内

に
移
動
す
る
予
定
で
す
。 

  

　
七
戸
町
は
、
東
北
新
幹
線
全
線
開
業

Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
青
森
県
観
光
連
盟
が
主

催
し
た
「
近
づ
く
、
感
じ
る
。
青
森
in

大
宮
」
に
、
青
森
市
や
八
戸
市
、
む
つ

市
な
ど
と
一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。 

　
今
回
七
戸
十
和
田
駅
応
援
隊
と
し
て

デ
ビ
ュ
ー
を
飾
っ
た
、
み
よ
こ
レ
デ
ィ

ー
の
古
屋
敷
渚
さ
ん
は
「
多
く
の
方
々

の
前
で
話
す
の
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、

今
回
の
経
験
を
次
に
生
か
し
た
い
」
と

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。 

  

　
東
北
新
幹
線
全
線
開
業
に
向
け
て
県

内
全
域
で
秋
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
が
実

施
さ
れ
、
七
戸
町
で
も
県
内
統
一
開
催

日
の
10
月
２
日
、
七
戸
十
和
田
駅
周
辺

で
実
施
し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
多

く
の
方
々
が
、
さ
わ
や
か
な
笑
顔
で
清

掃
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
町
民
皆
さ
ん
の
お
も
て
な

し
の
心
で
美
し
い
町
づ
く
り
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。 

●道の駅しちのへに 
「顔出しパネル」を設置 

●大宮駅で 
七戸十和田駅開業をＰＲ 

 

●「ようこそ青森へ！ 
秋のクリーン大作戦」 

 

　七戸町雇用創造協議会では、東北新幹線七戸十和田駅の開業に向けて、地元の農産物を使った新しいお土

産品の開発に取り組んでいます。 

　町内外のアドバイザーや加工団体、飲食店などのご協力をいただき、新商品５品が完成しました！！ 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

　今後は、七戸十和田駅開業１カ月前の観光交流センターオープンイベントにおいて、新商品の中から 

「　　　 のアピオススープ」、「 　　　の長芋スープ」を町民の皆様に試飲していただき、ご意見もいただき

たいと思いますので、皆様のご来場をお待ちしております。 

　また、町内の飲食店・加工団体・事業所でこの新商品のレシピをご使用したい方は、当協議会までお問合

せください。※桜弁当のレシピは、来年１月以降に使用許可申請の受付をします。 

 

●　完　成　試　飲　会　● 
　◇日　時　11月６日（土）、７日（日）　各食、一日限定100食 

　◇場　所　七戸町観光交流センター 

 

○問合せ先　七戸町雇用創造協議会　☎62－6866

新商品のネーミング 
○　　　 のスタミナとろろ丼 

○　　　 の桜弁当 

○　　　 のアピオススープ 

○　　　 の長芋スープ 

○　　　 のトマトのコンポート 

※全て青森県産、七戸町の特産品を使った５品です。 

 
 

東北新幹線全線開業まで　  33日 
（11月1日基準）日基準） 

 

東北新幹線全線開業まで　  33日 
（11月1日基準） 

あと 
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稲刈り体験で実りの秋を実感 

 

南部縦貫株式会社が　　　　　 
厚生労働大臣賞を受賞 

 

七戸町消防団七戸第１分団に 
　　　　　屯所と新型車両が配置 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　南部縦貫株式会社（内山勇社長）は、2010年度障害者雇用
優良事業所に選ばれ、青森県から唯一、厚生労働大臣賞を受賞
しました。 
　同社は、中部上北広域事業組合などの各事業所で、清掃業務
などを受託しており、社員は臨時職員やパートを含め約480人。
約20年前から障害者の雇用を始め、現在は８人の障害者が公立
七戸病院や松風荘、中部上北学校給食センターで勤務していま
す。 
　内山社長は「常に障害者が自信と誇りを持ち、業務遂行に当
たる職場環境づくりに努めてきました。受賞を契機により一層、
障害者の雇用の拡大と社会復帰に努力していきたい」と喜びを
語りました。 
　また、９月21日には役場を訪れ、小又町長へ受賞の喜びを報
告。「受賞は障害者雇用に理解がある中部上北広域事業組合の
おかげ」と感謝のことばを述べました。小又町長は「障害者の
雇用は職場の理解が無いとできないことで、他の模範になる雇
用」と功績をたたえました。 
 
 
 

 
 
　十和田おいらせ農協青年部七戸支部（寺澤祐介支部長）は９
月30日、七戸地区向田の実験田で小学生を対象とした稲刈り
体験を行いました。 
　この日参加したのは、七戸小学校と城南小学校の５年生80人。
６月に自分たちの手で植えた、うるち米ともち米の収穫を体
験しました。 
　はじめに約13アール（1,300㎡）の水田の半分を、カマを使っ
ての手刈りに挑戦。慣れない手つきで緊張しながら、刈り取
りました。 

　残りの半分は、青年部員と一緒にコンバインに
乗車して刈り取り。参加した児童は「手で刈ると
力もいるし大変だったけど、コンバインは速くて
すごい」とスピードの違いに驚いていました。また、
収穫までの作業の大変さが分かり、「給食や家のご
飯も大切に食べたい」と感想を述べていました。 
　今回収穫したもち米は、各学校で、それぞれ「ウ
スとキネ」を使っての餅つき体験をして味わう予
定です。 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　七戸町消防団七戸第１分団（市川國廣分団長）の屯所
引渡式と新型消防車配置式が９月16日、同屯所前で行わ
れました。 
　屯所は影津内地区の旧七戸消防署の隣に新築。新型消
防車は小型動力ポンプのほかに、手動式油圧カッター、
自動体外式除細動器（AED）などの救助資機材を装備した
最新式の車両で、消防庁から借り受けて配備されました。 
　式では、小又町長が「消防団の活動は地域の安心の要。
日々訓練に励み、頼りになる消防団として災害に備えて
欲しい」とあいさつ。 
　式終了後、団員はメーカー担当者から機材の使用方法
の説明を受け、防災活動への気持ちを新たに、出動に備
えていました。 
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100歳おめでとうございます 
 

いつまでもお元気で！！ 

新幹線開業に役立てて　　　　　 
　　　　５団体が南部裂き織りなどを町へ寄贈 

 

防火パレードで 
　　　　　　「火の用心」を呼びかけ 
 

 
　町内の文化団体５団体の代表８人が10月14日、
役場を訪れ、東北新幹線七戸十和田駅の開業事業に
役立てて欲しいと、南部裂織や南部ひし刺しのタペ
ストリー３点などを町に寄贈しました。 
　タペストリーは「南部裂織七戸町保存会」と「南
部ひし刺し七戸町保存会」の会員が制作。縦約1.8メー
トル、横約1.5メートルの作品で、駅南側に隣接す
る観光交流センターに展示されます。「ひし刺し保
存会」の中岫アイ代表は「古くから伝わる伝統工芸
品を地域文化として後世に伝承したい」と話すと、
小又町長は「ひし刺しや裂織は都会の人たちが目に
することのできない貴重な品。ありがたい」とお礼
を述べました。 
　また、「わの会」が地域活動の益金３万円、「アニ
マシオン七戸」はフリーマーケットやそば打ちの益
金７万円、七戸中学校昭和38年度卒業生同期会が募
金で集めた５万円を、それぞれ町に寄贈しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
　秋の火災予防運動防火パレードが10月18日、七戸、
天間林両地区で行われ、消防関係者や保育園児など
約300人が参加しました。 
　七戸地区で行われた出発式には消防団員のほか、
城南保育園、明照保育園、城北保育園の園児が幼年
消防クラブ員として参加。代表の西野春徹（はると）くん、
白石優太（ゆうた）くん、田原瞳子（とうこ）さんが防火の
誓いを述べました。 
　続いてプラカードを持ち、七戸庁舎前を出発。商
店街をパレードし、火災予防を呼びかけました。 
 
 

 

天
間
　
ヨ
シ
ヱ
さ
ん 

（
明
治
43
年
９
月
21
日
生
） 

 

　
花
松
地
区
で
生
ま
れ
、
５
人

の
子
ど
も
を
育
て
ま
し
た
。
70

歳
代
ま
で
神
奈
川
県
箱
根
の
旅

館
に
勤
め
、
宿
泊
客
の
食
事
の

支
度
を
し
て
い
ま
し
た
。
現
在

は
、
定
期
的
な
通
院
と
週
１
回

の
デ
イ
ケ
ア
に
通
っ
て
い
ま
す
。

夏
に
親
類
が
集
ま
り
、
長
寿
の

祝
い
と
し
て
家
の
庭
に
紅
白
の

『
百
日
紅
（
さ
る
す
べ
り
）』
の

木
を
植
樹
し
ま
し
た
。 

　
自
宅
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
に

は
、
小
又
町
長
が
訪
問
し
、
長

寿
祝
金
と
顕
彰
状
を
贈
り
、
お

祝
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。 

  

 

坂
田
　
チ
ヨ
さ
ん 

（
明
治
43
年
９
月
28
日
生
） 

 

　
野
球
と
大
相
撲
を
テ
レ
ビ
で

見
る
の
が
大
好
き
で
、
近
所
の

方
の
声
掛
け
や
、
ヘ
ル
パ
ー
さ

ん
の
手
助
け
の
お
か
げ
で
、
100

歳
に
な
っ
た
い
ま
も
一
人
暮
ら

し
が
で
き
る
く
ら
い
元
気
で
す
。

「
新
幹
線
に
乗
っ
て
東
京
に
い

る
ひ
孫
に
会
い
に
行
っ
て
み
た

い
」
と
七
戸
十
和
田
駅
の
開
業

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

　
自
宅
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
に

は
、
小
又
町
長
が
訪
問
し
、
長

寿
祝
金
と
顕
彰
状
を
贈
り
、
お

祝
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。 
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年金受給者のみなさまへ 年金受給者のみなさまへ 

児童扶養手当の申請手続きはお済みでしょうか？ 児童扶養手当の申請手続きはお済みでしょうか？ 

平成23年度母子及び寡婦福祉資金予約貸付のお知らせ 平成23年度母子及び寡婦福祉資金予約貸付のお知らせ 

『扶養親族等申告書』は期限までに提出しましょう！ 
 
　老齢や退職を支給事由とする年金は、雑所得として所得税の課税対象とされています。（障害者年金・遺

族年金は課税されません。） 

　課税対象となる受給者の方には、毎年11月上旬までに日本年金機構から扶養親族等申告書が送付されます

ので、12月１日の提出期限までに必ず提出して下さい。 

　なお、２つ以上の年金の支払い者に対し申告書を提出している方や、年金以外に給料等の所得がある方は

確定申告が必要になります。 
 

　平成23年分「扶養親族等申告書」が送付される方　　◎65歳未満の方　　年金額が108万円以上 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎65歳以上の方　　年金額が158万円以上 
 

＊年金額が上記の金額に満たない方には、「扶養親族等申告書」が送付されませんので提出する必要があり

　ません。 

◎問合せ先　青森年金事務所　　☎017－734－7498 
　　　　　　ねんきんダイヤル　☎0570－05－1165 

 
 

11月の移動年金相談日　11月24日（水）　七戸町柏葉館　午前10時30分から午後３時 
 

完全予約制になっていますので、忘れず予約をして下さい。 
 

○問合せ先　青森年金事務所　☎017－734－7498 
 

 

 

 

 

　平成22年８月１日から、父子家庭のみなさまにも児童扶養手当が支給されることになり、平成22年７月

31日までに支給要件（父母が婚姻を解消・母が死亡等）に該当している方は、11月30日までに申請すれば 

「８月分」から支給されます。（手当額は所得により決められます。） 

　11月30日を過ぎると、「申請の翌月分」からの支給となります。 

　児童扶養手当の申請手続き等については、問合せ先にてご確認ください。 

　　　 

○問合せ先　社会生活課　☎68－2114 
 
 
 
 

 

【貸付の対象】　平成23年度において、小・中学校に入学、及び高等学校・高等専門学校・短期大学・大学・

　　　　　　　各種学校等に入学（入所）を希望する母子家庭の児童及び寡婦家庭の子を対象とします。 

 

【資金の種類】　① 修学資金（各学校に就学するための授業料・書籍代・通学等に要する資金） 

　　　　　　　② 修業資金（就職するために必要な知識技能の習得に要する資金） 

　　　　　　　③ 就学支度資金（就学、修業する際の被服等の購入に要する資金） 

 

【受 付 期 間】 　平成22年12月６日（月）まで 
 

○申込み・問合せ先　 社会生活課　☎68－2114 
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11月は児童虐待防止推進月間です 11月は児童虐待防止推進月間です 

「不法投棄防止撤去推進キャンペーン」実施のお知らせ 「不法投棄防止撤去推進キャンペーン」実施のお知らせ 

見すごすな　幼い子どものSOS 
児童虐待とは・・・ 
 

 

 

 

 

 

 

虐待から守るために・・・ 
　虐待を受けたと思われる子どもを見つけたときや、ご自身が出産や子育てに悩んだときには、ぜひ連絡、

相談をしてください。 
 

「あなた」からの連絡が、子どもを虐待から守るための大きな「一歩」となります。 
 

○連絡先　 社会生活課　☎68－2114 
 
 
 
 

 

　地域の美しい景観と住みよい環境を取り戻すため、長年にわたり悪質な不法投棄が繰り返されてきた多量

の不法投棄廃棄物の撤去作業を実施します。 

　本来の美しい環境を取り戻すため、みなさまのご協力をお願いします。 

 

○実 施 日 時　１日目：平成22年11月10日（水）午前９時30分～午後３時30分 

　　　　　　　２日目：平成22年11月11日（木）午前９時30分～午後３時30分 

○作 業 内 容　可燃・不燃ごみの回収・分別作業 

○実 施 場 所　七戸町字舟場向川久保地内（下図のとおり） 

○参加申込先　七戸町役場　社会生活課　☎68－2114 

　　　　　　　※参加申込みをされた方には後日詳しい内容をお知らせします。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『不法投棄は重罪です！廃棄物は適正に処理しましょう』 
 

　廃棄物処理法により、廃棄物の「不法投棄」は禁止されています。不法投棄をした場合、「５年以下の懲

役又は1,000万円（法人は１億円）以下の罰金」に処されるなど厳しい罰則が設けられています。 

殴る、蹴る、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、溺れさせる　など 

性的行為の強要、性器や性交を見せる、ポルノグラフィの被写体にする　など 

家に閉じこめる、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中に放置する、保

護者以外の同居人による虐待を放置すること　など 

言葉による脅し、無視、兄弟間差別扱い、子どもの目の前で、ドメスティック・バ

イオレンスを行うこと　など 

 

【身体的虐待】 

【性 的 虐 待】 

【ネグレクト】 

 

【心理的虐待】 
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都市再生整備計画事業（七戸町新駅周辺地区）事後評価原案の公表について 都市再生整備計画事業（七戸町新駅周辺地区）事後評価原案の公表について 

平成23年度　七戸幼稚園入園児募集のお知らせ 平成23年度　七戸幼稚園入園児募集のお知らせ 

歳　　児 

３歳児（３年保育) 

４歳児（２年保育) 

５歳児（１年保育)

募集人員 

15人 

23人 

18人 

対　　象 

平成19年４月２日～平成20年４月１日生 

平成18年４月２日～平成19年４月１日生 

平成17年４月２日～平成18年４月１日生 

　町では、「七戸町新駅周辺地区（50ha）」において、国土交通省の事業採択を受け、平成18年度～平成22

年度までの５年間、都市再生整備計画（旧まちづくり交付金）事業を実施してきました。 

　今年度は、本計画の最終年度となり、事後評価を行っております。事後評価は、計画で定めたまちづくり

の目標の達成度を数値指標の達成状況等で確認するとともに、今後のまちづくり方策等を検討・公表するこ

とにより、継続的な市街地の整備、改善に取り組むことを目的としています。 

　つきましては、事後評価の原案を作成しましたので、今後のまちづくりの参考とさせていただくため、町

民の皆さんからのご意見を募集します。 

 

○公表・募集期間　平成22年11月2日（火）～11月16日（火） 

○閲　覧　場　所　七戸庁舎　新幹線建設対策課または七戸町ホームページ 

　　　　　　　　　　※ホームページには、都市再生整備計画書と事後評価原案を掲載しております。 

○ご意見の提出方法　郵送、FAX、メールでお寄せいただくか、直接お持ち下さい。 

　　　　　　　　　　様式は問いません。（住所、氏名等は不要です。） 

○ご意見の取り扱い　(1)お寄せいただいたご意見は、七戸町都市再生整備計画評価委員会に提出し、今後の

　　　　　　　　　　　まちづくりの参考とさせていただきます。 

　　　　　　　　　　(2)個別の回答は行いませんので、ご了承ください。 

○問合せ・提出先　〒039-2592　七戸町字七戸31－2　新幹線建設対策課 

　　　　　　　　　　☎62－2137　FAX62－6245 
　　　　　　　　　　HP：http://www.town.shichinohe.aomori.jp/ 

　　　　　　　　　　Email：shinkansen01@town.shichinohe.aomori.jp 

 

 

 

 

 

幼稚園は、学校教育のはじまりです。 
 

　子どもの遊びは、創造性を豊かにし、遊びの中で“生きる力”が身につきます。                

　幼稚園は、一人ひとりのよさや可能性を伸ばし、小学校以降の生活や学校教育の基盤を培うところです。 

 

 

 

 

 

 

 

○受付期間　平成22年11月８日（月）～12月10日（金）午前９時～午後４時 

○保育時間　午前９時～午後２時（登園は午前８時からできます。） 

　　　　　　※保護者の希望により保育終了後午後５時まで臨時的に預かり保育を行っています。 

　　　　　　※夏休み、冬休みも臨時的に預かり保育を行っています。 

○保 育 料　月額　４,４００円 

○減免措置　就園奨励費補助事業があります。(世帯の収入状況による補助制度) 

○申込方法　入園願書は、七戸幼稚園、中央公民館、南公民館、学務課にあります。 

　　　　　　願書に記入・捺印の上、七戸幼稚園、学務課に申請して下さい。 

○そ の 他　１）申込みが募集人員に達し次第、受付を締め切ります。 

　　　　　　２）外国語指導助手（ALT）による英語体験学習があります。 

　　　　　　３）通園バスはありませんので、保護者の送迎をお願いします。 

　　　　　　４）幼稚園の見学、参観を随時受け付けています。 

○問合せ先　〒039-2555　青森県上北郡七戸町字前田32　七戸町立七戸幼稚園　☎62－2018



（8） 平成22年（2010）11月号 

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り 
保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り 
保
健
だ
よ
り 

    

◎
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防 

 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
突
然
の
高
熱
、

頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
全
身

症
状
が
強
い
の
が
特
徴
で
す
。 

　
さ
ら
に
、
小
児
や
高
齢
者
で
は
重 

症
に
な
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。 

　
予
防
と
早
目
の

受
診
が
大
切
で
す
。 

 

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に 

か
か
ら
な
い
た
め
に
・ 

① 

予
防
接
種
を
受
け
る 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
防
ぐ
だ
け
で

な
く
、
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
時
の
症

状
を
軽
く
し
ま
す
。 

② 

人
ご
み
を
避
け
る 

　
病
原
体
で
あ
る
ウ
イ
ル
ス
を
寄
せ

付
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

③ 

栄
養
と
休
養
を
十
分
に
と
る 

　
体
力
を
つ
け
、
抵
抗
力
を
高
め
る

こ
と
で
感
染
し
に
く
く
な
り
ま
す
。 

④ 

適
度
な
温
度
、
湿
度
を
保
つ 

　
ウ
イ
ル
ス
は
低
温
、
低
湿
を
好
む

の
で
加
湿
器
な
ど
で
室
内
の
適
度
な

温
度
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。 

⑤ 

手
洗
い
、
う
が
い
を
す
る 

　
手
洗
い
は
接
触
に
よ
る
感
染
を
、

う
が
い
は
の
ど
の
乾
燥
を
防
ぎ
ま
す
。 

⑥ 

マ
ス
ク
を
着
用
す
る 

　
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
マ
ス
ク
を
着

用
し
ま
し
ょ
う
。 

 

◎
母
子
健
康
手
帳
の 

交
付
に
つ
い
て 

 

　
町
で
の
妊

娠
届
出
と
母

子
健
康
手
帳

の
交
付
は
次

の
と
お
り
で

す
。 

◎
交
付
し
て
い
る
場
所
… 

　
健
康
福
祉
課 

（
天
間
林
保
健
セ
ン
タ
ー
内
） 

◎
持
っ
て
く
る
も
の
… 

　
①
妊
娠
届
出
書
　
②
妊
婦
連
絡
票 

　
③
保
険
証
　
④
印
か
ん 

　
※
①
と
②
は
医
療
機
関
よ
り
発
行

　
　
さ
れ
ま
す
。 

◎
そ
の
他
… 

　
保
健
師
が
面
接
を
し
ま
す
。 

　
申
請
に
よ
り
妊
婦
健
康
診
査
の
受

診
票
を
発
行
し
ま
す
。 

○
問
合
せ
先
　
健
康
福
祉
課 

　
　
　
　
　
　
☎
６
８-

４
６
３
１ 
      

      

 

◎
県
障
害
福
祉
課
か
ら
の 

お
知
ら
せ 

 

生
活
と
健
康
を 

　
　
つ
な
ぐ
法
律
相
談 

 

　
県
で
は
、
青
森
県
内
に
住
ん
で
い

る
方
を
対
象
に
弁
護
士
・
司
法
書
士

に
よ
る
無
料
相
談
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

　「
借
金
の
返
済
が
苦
し
い
。」「
登
記

や
遺
産
相
続
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い
。」

な
ど
、
色
々
な
こ
と
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
法
律
的

に
解
決
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
法
律
的
な
相
談
以
外
に
つ
い

て
は
相
談
者
の
了
解
を
得
た
う
え
で
、

関
係
相
談
機
関
に
紹
介
で
き
ま
す
。 

利
用
方
法 

　
電
話
で
相
談
の
申
し
込
み
を
し
ま

す
。
そ
の
後
、
弁
護
士
又
は
司
法
書

士
か
ら
申
込
者
に
連
絡
が
入
り
ま
す
。

相
談
内
容
を
お
話
し
、
面
接
相
談
日
、

場
所
を
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

料
金
は
？ 

　
１
回
目
の
法
律
相
談
は
無
料
で
す
。 

実
施
期
間 

　
平
成
22
年
９
月
１
日
〜 

平
成
24
年
２
月
末 

申
込
専
用
電
話 

　(

９
時
〜
16
時
土
日
祝
日
を
除
く) 

　
☎
０
１
７-

７
３
４-

９
３
１
０ 

   

 

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
心
の
支
援
サ
イ
ト 

 

　
厚
生
労
働
省
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

に
、
心
の
不
調
に
悩
む
本
人
や
家
族

が
活
用
で
き
る
よ
う
支
援
サ
ー
ビ
ス

情
報
な
ど
を
提
供
す
る
二
つ
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。 

 「
み
ん
な
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

　
総
合
サ
イ
ト
」 

（h
ttp
://w

w
w
.m
h
lw
.g
o
.jp
/k
o

k
o
ro

） 

　
心
の
不
調
の
説
明
や
、
病
気
と
診 

                        

   

断
さ
れ
た
場
合
に
受
け
ら
れ
る
支
援

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
総
合
的
に
紹
介
し

て
い
ま
す
。 

 「
こ
こ
ろ
も
メ
ン
テ
し
よ
う
」 

（h
ttp
://w

w
w
.m
h
lw
.g
o
.jp
/k
o

k
o
ro
/y
o
u
th

） 

　
10
代
20
代
の
若
者
向
け
情
報
と
家

族
、
教
育
者
と
い
っ
た
周
囲
へ
の
情

報
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま

す
。 

   

月日 

11．10（水） 

11．12（金） 

11．10（水） 

11．24（水） 

11．10（水） 

11．24（水） 

11．10（水） 

11．24（水） 

11．16（火） 

11．24（水） 

11．30（火） 

 

 

月日 

 

11．24（水） 

 

 

種　別 

結核健康診断及び 

精密検診 

ＱＦＴ検査 

Ｂ型及びＣ型肝炎 

検査（有料） 

ＨＩＶ（エイズ）に 

関する相談 

女性健康相談 

精神保健福祉相談 

骨髄バンク登録相談 

 

 

種　別 

 

療育相談 

受 付 時 間  

  9：00̃11：00 

  

  9：00̃11：00 

（告　知） 

11：00̃11：30 

13：00̃14：00 

10：00̃10：30 

13：00̃14：00 

  9：00̃10：00 

 

 

受 付 時 間  

継続 

  9：30̃10：30 

新規 

10：30̃11：00 

 

対 　 象 　 等  

結核患者家族及び接触者 

結核登録患者 

家族・接触者で必要な方 

 

一般県民 

 

一般県民 

思春期から更年期に至る女性 

精神・神経・飲酒等の相談 

骨髄バンク登録希望者 

 

 

対 象 等  

 

発達が気になる児童 

 

 

上十三保健所健康相談等 
 
＊利用される方は、受付時間を厳守してください。また、なるべく事前に予約

をしてご利用してください。 

〈場所〉上十三保健所〈問合せ〉☎23－4261 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈場所〉三沢市役所　保健相談センター〈問合せ〉☎57－0707 

 

 

 

 

 

※一部変更となる場合もありますので、ご了承ください。 

 

 

 

献血のお知らせ 
 

　献血は、健康であればもっとも身近

にできるボランティアです。 

　より多くの方のご協力をお願いしま

す。 
 

【期日】　11月23日(火) 

【時間】　10:00～12:00 
　　　　13:00～16:30 

【場所】　スーパーカケモ七戸店 
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100歳おめでとうございます 
 

～知っていますか？「アウェアネス・リボン」のこと～ 
 

　アウェアネス・リボン（Awareness r ibbon）とは、輪状に折った短い一片のリボン、もしくはそれを描

いた絵などで、着用者が社会運動、もしくは社会問題に対してさりげない支援の声明を出す方法として使用

されています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　リボンの背景にある意味は、その色によって決まります。リボンの色と意味について一部をご紹介します。

　　　　　　　　　　　　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

　＊ティールとは、小鴨（コガモ）の首筋あたりの色 

　同じリボンの色を共有することもあります。例えば、上記のほかに、パープルリボンは「女性に対する暴

力根絶運動」、ホワイトリボンは「平和」、レッドリボンは「飲酒運転から命を守る活動」のシンボルであっ

たりもします。 

　11月は「虐待予防月間」です。オレンジ色のリボンを身につけてみたり、子どもたちの健やかな未来につ

いて少し考える時間を持ってみませんか？ 

 

背景にある意味 

乳がん啓発運動のシンボル 

児童虐待防止のシンボル等 

世界的な移植医療のシンボル等 

糖尿病予防啓発のシンボル 

子宮頸がん患者支援と子宮がん検診よびかけのシンボル 

妊娠と出産に係わる疾病と事故から母子の健康と命を守る活動等 

膵臓がんの早期発見・早期診断・早期治療の大切さを訴えるシンボル等 

脳に起因する病気・障害への偏見を払拭し、理解を推進する運動のシンボル 

エイズに苦しむ人々への理解と支援の意思を示すシンボル等 

障害のある人びとの、その人らしい自立と社会参加をめざすシンボル等 

リボンの色 

ピンクリボン 

オレンジリボン 

グリーンリボン 

グレーリボン 

ティール＆ホワイトリボン＊ 

ホワイトリボン 

パープルリボン 

シルバーリボン 

レッドリボン 

イエローリボン 
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◎
全
国
的
に
は
、
「
６
月
」
が
、

食
育
月
間
で
す
が
青
森
県
で
は
、
そ

の
他
に
県
産
食
材
が
豊
富
に
出
回
る

「
11
月
」
も
食
育
月
間
と
し
て
い
ま

す
。 

　
こ
の
期
間
は
「
食
育
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
食
育
活

動
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
す
す
め
、

定
着
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の

一
層
の
充
実
を
図
る
。
」
こ
と
を
目

的
と
し
て
設
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
そ
れ
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
食
育

（
活
動
）
に
な
る
の
か
、
七
戸
町
食

育
推
進
計
画
か
ら
抜
粋
し
て
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
の
で
、
家
族
で
食
育
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

食
育
と
は
… 

 

　
　
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
生

　
涯
に
わ
た
っ
て
健
全
な
食
生

　
活
を
送
る
た
め
に 

 

○
自
ら
の
食
に
つ
い
て
考
え

　
る
習
慣 

○
食
に
関
す
る
知
識 

○
食
へ
の
感
謝
の
心 

○
食
を
選
択
す
る
判
断
力 

　
な
ど
を 

 

　
　
正
し
く
身
に
付
け
る
た
め

　
に
行
う
活
動
や
学
習
な
ど
の

　
取
り
組
み
の
こ
と
で
す
。 

 

     

取
り
組
み
の
方
向 

 （
１
）
家
庭
に
お
い
て 

 

　
＊
家
庭
の
味
を
大
切
に
し
ま
す 

　
＊
食
事
の
基
本
マ
ナ
ー
を
伝
達
し

　
　
ま
す 

　
＊
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
ま
す 

　 

 （
２
）
保
育
所（
園
）・
幼
稚
園
・

　
　
学
校
に
お
い
て 

 

　
＊
食
に
関
す
る
指
導
の
全
体
計
画

　
　
の
作
成 

　
＊
家
庭
や
保
護
者
へ
の
食
育
の
普

　
　
及 

　
　 

 （
３
）
農
協
団
体
・
各
種
団
体
に
お

　
　
い
て
　 

 

　
＊
安
心
・
安
全
な
食
品
の
提
供 

　
＊
地
産
地
消
活
動
の
展
開 

　
＊
食
育
の
情
報
発
信 
  （

４
）
地
域
に
お
い
て 

 

　
＊
地
域
の
行
事
を
活
用
し
て
食
文

　
　
化
の
伝
承 

　
＊
世
代
交
流
を
通
し
た
食
育
の
推

　
　
進 

    

  

―
し
ち
の
へ
ま
ち 

食
育
推
進
運
動
― 

 「
し
」　
食
事
の
マ
ナ
ー 守

ろ
う
ね 

 「
ち
」　
朝
食
は
、
健
康
ま
も
る 

宝
物  

「
の
」　
農
業
体
験 「

頑
張
り
ま
す
」  

「
へ
」　
ヘ
ル
シ
ー
料
理
で 

健
康
ア
ッ
プ  

「
ま
」　
ま
ち
の
伝
統
料
理 

受
け
継
ご
う  

「
ち
」　
地
産
地
消
で 

地
元
の
味
知
ろ
う   

　
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
し
ち

の
へ
ま
ち
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
を
活
用
し
、
食
育
活
動
を
身

近
な
こ
と
か
ら
実
践
し
て
み
ま

し
ょ
う
。 

  

◆
七
戸
町
食
生
活
改
善
推
進
員 

協
議
会
の
活
動
紹
介 
  

◎
小
学
校
食
育
教
室 

　
こ
の
教
室
は
、
平
成
17
年
度
か
ら

町
内
全
小
学
校
の
四
年
生
を
対
象
に

実
施
し
て
い
ま
す
。 

                    

◎
食
育
の
日
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布 

　
毎
月
19 

(

い
く) 

日
を
食
育
の
日

と
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
去
る
９
月
19
日
（
日
曜

日
）
に
ジ
ャ
ス
コ
七
戸
店
・
あ
ぐ
り

サ
ー
ビ
ス（
株
）天
間
林
店
の
二
ヶ
所

の
店
舗
前
で
「
今
日
は
食
育
の
日
で

す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
食
事
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。
」
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ッ
シ
ュ
を
配
付
し
、
食

育
の
日
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。 

                

〜
推
進
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜 

 

★
小
学
校
で
の
活
動
を
始
め
た
頃
は
、

朝
食
を
食
べ
て
い
る
児
童
が
少
な
か

っ
た
が
、
今
年
は
ほ
ぼ
全
員
が
食
べ

て
い
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
達
に
『
朝
食
の
大
切
さ
』

を
呼
び
か
け
て
き
た
成
果
が
現
れ
て

き
た
こ
と
が
大
変
嬉
し
か
っ
た
。
こ

れ
か
ら
も
「
朝
食
を
食
べ
て
登
校
し

ま
し
ょ
う
！
」
と
声
が
け
を
続
け
ま

す
。 

 

★
子
ど
も
達
が
生
き
る
力
を
身
に
つ

け
る
た
め
に
も
調
理
は
、
と
て
も
大

切
で
す
。
ま
た
、
調
理
作
業
は
子
ど

も
達
の
五
感
を
磨
く
機
会
と
な
り
、

調
理
の
で
き
る
子
は
、
学
習
面
で
も

良
い
結
果
が
出
て
い
る
と
い
う
報
告

が
あ
り
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
、
ご
家
庭
で
も
食
事
（
家
事
）

の
お
手
伝
い
な
ど
色
々
な
経
験
を
さ

せ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

11
月
食
育
月
間
の
お
知
ら
せ 
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大いにある 
24.4％ 

多少ある 
40.4％ 

あまりない 
28.7％ 

まったくない 
6.5％ 

よく知っている 
10.7％ 

まあ　　　 
知っている 
42.0％ 

知らない 
39.2％ 

全く知らない 
8.1％ 

一人で悩まず相談を！＜相談窓口一覧＞　＊土日、祝日、年末年始を除く 

 

 

―こんなことありませんか？― 
■疲れているのに２週間以上眠れない。 
■食欲がなく体重が減っている。 
■だるくて意欲がわかない。 

職場で　普通に働いていた方が、 
・集中力がなくなり、仕事の能率が落ちた 
・表情が暗く、ぼーっとするようになった 

家族に　こんな変化がありませんか？ 
・「だるい」と言うことが増え、食欲がなくなった。 
・眠れないようで、夜中にたびたび目をさます。 
・新聞やテレビに関心がなくなった。 

七
戸
町 

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り 

 

調
査
結
果 
そ
の
②
（
最
終
回
） 

 

　
昨
年
の
秋
（
平
成
21
年
９
月
〜
11

月
）
に
七
戸
町
在
住
の
40
〜
69
歳
の

方
を
対
象
に
標
記
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。
（
４
’
４
２
８
名
回
答
。
七

戸
地
区
は
25
％
無
作
為
抽
出
） 

　
結
果
を
み
な
が
ら
心
の
健
康
づ
く

り
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

○
調
査
結
果
か
ら 

Ｑ
経
済
的
問
題
が
あ
り
ま
す
か 

              

　「
大
い
に
あ
る
」「
多
少
あ
る
」
が

６
割
を
超
え
て
い
ま
す
。
内
訳
は
、

ど
の
年
代
も
最
も
多
い
の
が
「
日
々

の
や
り
く
り
」
、
次
い
で
「
借
金
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
借
金
を
き
っ
か
け
に
う
つ
状
態
に

な
る
人
も
い
ま
す
。
困
っ
た
時
は
一

人
で
悩
ま
ず
、
家
族
だ
け
で
抱
え
込

ま
ず
、
ま
ず
は
一
度
相
談
し
て
み
ま

せ
ん
か
。 

Ｑ
う
つ
病
に
つ
い
て
の
知
識
は
あ
り

　
ま
す
か 

              

　
「
知
ら
な
い
」
「
全
く
知
ら
な
い
」

と
回
答
し
た
人
は
、
約
半
数
を
占
め

て
い
ま
す
。 

　
う
つ
病
は
、
特
別
な
人
が
か
か
る

病
気
で
は
な
く
、
誰
も
が
か
か
る
可

能
性
の
あ
る
病
気
で
す
。
ま
た
、
自

殺
を
さ
れ
た
方
の
多
く
が
、
最
終
的

に
は
「
う
つ
病
」
に
か
か
っ
て
お
り
、

さ
ら
に
専
門
医
を
受
診
し
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

　
下
記
の
よ
う
な
症
状
が
２
週
間
以

上
続
い
て
い
る
場
合
は
、
心
が
疲
れ

て
い
る
サ
イ
ン
で
す
。
「
う
つ
」
に

な
る
と
眠
れ
な
い
日
が
毎
日
続
き
、

全
身
が
だ
る
く
て
、
食
欲
も
な
く
な

る
な
ど
、
体
調
が
ど
ん
ど
ん
悪
く
な

り
ま
す
。
睡
眠
と
食
欲
と
い
う
生
き

て
い
く
基
本
が
む
し
ば
ま
れ
る
の
で
、

気
力
や
頑
張
り
で
「
う
つ
」
を
克
服

す
る
の
は
困
難
で
す
。
「
う
つ
」
は

薬
で
の
治
療
効
果
が
期
待
で
き
ま
す

の
で
早
め
に
か
か
り
つ
け
医
や
専
門

機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
も
し
ご
本
人
が
躊
躇
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
ま
ず
は
ご
家
族
や
職
場
の
方

だ
け
で
も
相
談
に
行
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。 

                    
○
中
高
年
者
の
置
か
れ
て
い
る

状
況
を
周
囲
も
理
解
し
よ
う
！ 

　
今
回
、
調
査
対
象
と
な
っ
た
中
高

年
世
代
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
の
悩

み
、
自
分
自
身
の
体
調
の
変
化
（
老

化
や
更
年
期
障
害
）
を
感
じ
る
と
共

に
、
家
族
の
介
護
、
仕
事
上
の
ス
ト

レ
ス
、
そ
し
て
経
済
問
題
な
ど
の
様
々

な
課
題
に
直
面
す
る
時
期
で
す
。 

　
責
任
は
重
い
が
支
援
が
少
な
い
中

高
年
。
だ
か
ら
こ
そ
、
と
き
に
は
弱

音
を
は
く
こ
と
、
無
理
を
し
な
い
で

休
む
、
自
分
の
気
持
ち
を
話
す
こ
と

も
大
切
で
す
。 

　
周
り
の
人
も
、
本
人
の
話
を
ゆ
っ

く
り
聴
き
、「
そ
の
ま
ま
で
い
い
よ
」

と
い
う
姿
勢
で
受
け
入
れ
ま
し
ょ
う
。 

年
配
の
方
は
、
自
分
に
も
そ
ん
な
時

が
あ
っ
た
こ
と
を
、
そ
し
て
若
い
方

は
い
つ
か
自
分
も
そ
う
な
る
こ
と
を 

                               

考
え
な
が
ら
接
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。
地
域
で
お
互
い
に
支
え
合
う
気

持
ち
を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら
も
こ
こ

ろ
の
健
康
づ
く
り
を
み
ん
な
で
考
え

ま
し
ょ
う
！ 

●
問
合
せ
先
　
健
康
福
祉
課
保
健
師 

　
　
　
　
　
　
☎
６
８-

４
６
３
１ 

 

悩　　み 

 

「死にたいくらい

つらい」 

 

 

「眠れない」 

「ひどく落ち込む」 

「これって、うつ？」 

 

「借金（多重債務）が」 

「商品やサービス

のことで…」 

 

「夫の暴力」 

「離婚について」 

 

「子供の発達」 

「施設のこと」 

「虐待について」 

「生活に困って」 

「生活保護のことで」 

 

 

相談窓口 

ＮPО法人　あおもりいのちの電話 

相談電話 

 

社会福祉法人いのちの電話 

 

青森県立精神保健福祉センター 

こころの電話 

上十三保健所 

七戸町健康福祉課（天間林保健センター内） 

青森県消費生活センター（青森相談室） 

青森県消費生活センター（八戸相談室） 

七戸町役場企画財政課 

青森県女性相談所 

青森県女性相談所 

「DVホットライン」（緊急時） 

七戸児童相談所 

子ども虐待ホットライン 

上北地方福祉事務所 

七戸町役場社会生活課 

 

電話番号 

0172-33-7830 

 

0120-738-556 

 

017-787-3957 

017-787-3958 

0176-23-4261 

0176-68-4631 

017-722-3343 

0178-27-3381 

0176-68-2940 

017-781-2000 

 

0120-87-3081 

0176-60-8086 

0120-78-6552 

0176-62-2145 

0176-68-2114 

 

受付時間 

毎日 12:00～21:00 

毎月 10日（24時間） 

　　（通話料無料） 

　　　8:00～翌8:00 

9:00～16:00＊ 

8:30～17:15＊ 

8:15～17:00＊ 

平日9:00～18:00＊ 

土日祝日 10:00～16:00 

9:00～17:00＊ 

8:15～17:00＊ 

平日 8:30～20:00 

土日祝日 9:00～18:00 

24時間対応 

（通話料無料） 

8:30～17:15＊ 

年中無休24時間受付 

（通話料無料） 

8:30～17:15＊ 

8:00～17:00＊ 
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第
39
回
上
北
地
方
中
学
校
体
育
大
会
新
人
大
会  

結
果
！ 
第
39
回
上
北
地
方
中
学
校
体
育
大
会
新
人
大
会  

結
果
！ 

                                

     

野

球

 

〔
七
戸
中
学
校
〕
優
勝
（
県
大
会
出
場
） 

・
１
回
戦
　
七
戸
中  

５
ー
１  

野
辺
地
中 

・
２
回
戦
　
七
戸
中  

10
ー
０  

三
沢
三
中 

・
準
決
勝
　
七
戸
中  

４
ー
０  

三
沢
二
中 

・
決
　
勝
　
七
戸
中  

４
ー
１  

木
ノ
下
中 

 

〔
天
間
舘
中
学
校
〕
１
回
戦
敗
退 

・
１
回
戦
　
天
間
舘
中  

２
ー
３  

三
沢
一
中 

 

〔
榎
林
中
学
校
〕
　
１
回
戦
敗
退 

・
１
回
戦
　
榎
林
中  

０
ー
３  

十
和
田
中 

  

卓

球

 

〔
天
間
舘
中
学
校
〕 

・
団
体
戦
女
子
　
優
勝
（
県
大
会
出
場
） 

　
〈
メ
ン
バ
ー
〉 

　
　
　
　
天
間
夏
々
星
、
白
石
ま
ど
か
、 

　
　
　
　
大
崎
　
里
穂
、
寺
澤
　
莉
香
、 

　
　
　
　
天
間
は
る
か
、
高
田
　
夏
海
、 

　
　
　
　
澤
田
　
侑
加
、
澤
田
　
明
里 

・
個
人
戦
女
子 

　
　
天
間
は
る
か
　
３
位
（
県
大
会
出
場
） 

　
　
天
間
夏
々
星
　
９
位
（
県
大
会
出
場
） 

　
　
高
田
　
夏
海
　
９
位
（
県
大
会
出
場
） 

　
　
澤
田
　
侑
加
　
９
位
（
県
大
会
出
場
） 

     

〔
榎
林
中
学
校
〕 

・
個
人
戦
男
子 

　
　
甲
田
　
智
也
　
13
位
（
県
大
会
出
場
） 

・
団
体
戦
女
子
　
予
選
リ
ー
グ
敗
退 

  

剣

道

 

〔
七
戸
中
学
校
〕 

・
団
体
戦
男
子
　
優
勝
（
県
大
会
出
場
） 

　
〈
メ
ン
バ
ー
〉 

　
　
　
　
作
田
遼
太
郎
、
大
池
　
勇
輝
、 

　
　
　
　
楢
舘
　
一
輝
、
塚
尾
　
右
恭
、 

　
　
　
　
齋
藤
琳
太
郎
、
中
野
渡
聖
奈 

・
男
子
オ
ー
プ
ン
の
部 

　
　
作
田
遼
太
郎
　
優
勝
（
県
大
会
出
場
） 

　
　
大
池
　
勇
輝
　
３
位
（
県
大
会
出
場
） 

　
　
塚
尾
　
右
恭
　
３
位
（
県
大
会
出
場
） 

・
男
子
１
年
生
の
部 

　
　
齋
藤
琳
太
郎
　
３
位 

・
団
体
戦
女
子
　
予
選
リ
ー
グ
敗
退 

 
〔
天
間
舘
中
学
校
〕 

・
団
体
戦
男
子
　
予
選
リ
ー
グ
敗
退 

    

     

柔

道

 

〔
七
戸
中
学
校
〕 

・
団
体
戦
男
子
　
優
勝
（
県
大
会
出
場
） 

　
〈
メ
ン
バ
ー
〉 

　
　
　
　
荒
川
　
太
門
、
沢
目
　
　
匠
、 

　
　
　
　
酒
井
　
大
誠
、
天
間
　
康
介
、 

　
　
　
　
小
林
　
欣
矢
、
高
村
　
捷
太
、 

　
　
　
　
盛
田
　
博
明 

・
個
人
戦
男
子 

　
　
50
㎏
級
　
　
　
　
蛯
名
　
宥
馬
　
３
位 

（
県
大
会
出
場
） 

　
　
55
㎏
級
　
　
　
　
三
上
　
裕
介
　
２
位 

（
県
大
会
出
場
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
川
　
太
門
　
３
位 

（
県
大
会
出
場
） 

　
　
60
㎏
級
　
　
　
　
酒
井
　
大
誠
　
２
位 

（
県
大
会
出
場
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
欣
矢
　
３
位 

（
県
大
会
出
場
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
村
　
捷
太
　
５
位 

（
県
大
会
出
場
） 

　
　
73
㎏
級
　
　
　
　
天
間
　
康
介
　
３
位 

（
県
大
会
出
場
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
盛
田
　
博
明
　
５
位 

（
県
大
会
出
場
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
目
　
　
匠
　
５
位 

（
県
大
会
出
場
） 

 

　第39回上北地方中学校体育大会新人大会が９月17日から19日に

かけて開催され、各会場において熱戦が繰り広げられました。 

　今回の大会では、七戸中学校の野球部、柔道団体戦男子、剣道団

体戦男子、天間舘中学校の卓球部団体戦女子が優勝を飾り、各競技

において好成績をおさめ大健闘しました。 

　結果は下記のとおりです。 
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90
㎏
級
　
　
　
　
坪
　
　
亮
太
　
優
勝 

（
県
大
会
出
場
） 

・
団
体
戦
女
子
　
１
回
戦
敗
退 

・
個
人
戦
女
子 

　
　
48
㎏
級
　
　
　
　
浦
田
　
夢
月
　
２
位 

（
県
大
会
出
場
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊
原
　
　
茜
　
３
位 

（
県
大
会
出
場
） 

　
　
52
㎏
級
　
　
　
　
井
内
ひ
な
子
　
４
位 

（
県
大
会
出
場
） 

　
　
57
㎏
級
　
　
　
　
小
倉
　
千
穂
　
５
位 

（
県
大
会
出
場
） 

　
　
63
㎏
級
　
　
　
　
小
倉
　
真
紀
　
３
位 

（
県
大
会
出
場
） 

  

陸

　

　

上

 

〔
七
戸
中
学
校
〕 

・
男
子
１
年
１
０
０
ｍ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
祐
孝
　
優
勝 

（
県
大
会
出
場
） 

・
男
子
２
年
１
０
０
ｍ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
李
沢
　
翔
太
　
３
位 

（
県
大
会
出
場
） 

・
共
通
リ
レ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
位 

 

〔
天
間
舘
中
学
校
〕 

・
女
子
１
年
２
０
０
ｍ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
坪
　
沙
央
理
　
４
位 

・
女
子
１
年
８
０
０
ｍ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
中
野
文
花
　
４
位 

 

・
女
子
２
年
８
０
０
ｍ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
間
　
星
羅
　
６
位 

・
女
子
２
年
１
０
０
ｍ
Ｈ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
屋
敷
憂
希
　
６
位 

  

バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

〔
七
戸
中
学
校
〕 

・
団
体
戦
男
子
　
３
位
（
県
大
会
出
場
） 

　
〈
メ
ン
バ
ー
〉 

　
　
　
浦
田
　
新
吾
、
工
藤
　
健
斗
、 

　
　
　
石
田
　
涼
真
、
新
山
　
慎
也
、 

　
　
　
簗
場
　
元
貴
、
鳥
谷
部
佳
祐
、 

　
　
　
山
口
　
和
弥 

・
男
子
シ
ン
グ
ル
ス 

　
　
浦
田
　
新
吾
　
５
位
（
県
大
会
出
場
） 

　
　
鳥
谷
部
佳
祐
　
８
位
（
県
大
会
出
場
） 

・
男
子
ダ
ブ
ル
ス 

　
　
簗
場
、
新
山
組
　
２
位
（
県
大
会
出
場
） 

　
　
工
藤
、
石
田
組
　
４
位
（
県
大
会
出
場
） 

　
　
大
浦
、
三
上
組
　
７
位
（
県
大
会
出
場
） 

・
１
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
　 

　
　
山
口
　
和
弥
　
３
位
（
県
大
会
出
場
） 

　
　
奈
良
　
雅
裕
　
５
位
（
県
大
会
出
場
） 

　
　
荒
町
　
亮
太
　
６
位
（
県
大
会
出
場
） 

　
　
槇
　
　
恭
央
　
８
位
（
県
大
会
出
場
） 

・
団
体
戦
女
子
　
第
３
位
（
県
大
会
出
場
） 

　
〈
メ
ン
バ
ー
〉 

　
　
　
金
見
　
春
香
、
浦
田
　
七
海
、 

　
　
　
亀
田
　
真
佑
、
新
堂
　
萌
衣
、 

　
　
　
山
谷
　
愛
実 

 

・
女
子
シ
ン
グ
ル
ス 

　
　
山
谷
　
愛
実
　
５
位
（
県
大
会
出
場
） 

・
女
子
ダ
ブ
ル
ス 

　
　
新
堂
、
亀
田
組
　
優
勝
（
県
大
会
出
場
） 

  

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス 

〔
七
戸
中
学
校
〕 

・
団
体
戦
　
１
回
戦
敗
退 

・
個
人
戦
ダ
ブ
ル
ス 

　
　
小
泉
、
鈴
木
組
　
準
々
決
勝
敗
退 

水
　
　
　
　
　
泳 

〔
天
間
舘
中
学
校
〕 

・
団
体
戦
　
２
回
戦
敗
退 

 

    

  

　
今
回
の
大
会
で
は
、
各
競
技
に
お
い
て

好
成
績
を
お
さ
め
大
健
闘
し
ま
し
た
。
結

果
は
左
記
の
通
り
で
す
。 

 
〔

野

　

球

〕 
七
戸
中
学
校
　
３
位 

・
１
回
戦
　
七
戸
中
　
４
ー
２
　
湊
中 

・
２
回
戦
　
七
戸
中
　
２
ー
１
　
裏
町
中 

・
準
決
勝 

　
　
七
戸
中
　
１
ー
２
　
五
所
川
原
四
中 

 

・
個
人
戦
ダ
ブ
ル
ス 

　
　
簗
田
、
蛯
名
組
　
ベ
ス
ト
８ 

  

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

〔
榎
林
中
学
校
〕
２
回
戦
敗
退 

  

サ

ッ

カ

ー

 

〔
七
戸
中
学
校
〕
予
選
リ
ー
グ
敗
退 

  

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

〔
七
戸
中
学
校
女
子
〕
２
回
戦
敗
退 

       

〔
陸
上
競
技
〕 

　
・
男
子
１
年
１
０
０
ｍ
　 

　
松
　
祐
孝
（
七
戸
中
）
２
位 

〔

柔

　

道

〕

 

・
個
人
戦
男
子 

　
　
90
㎏
級
　
　
坪
　
　
亮
太
（
七
戸
中
） 

　
３
位 

・
個
人
戦
女
子 

　
48
㎏
級
　
　
浦
田
　
夢
月
（
七
戸
中
）

　
２
位  

青
森
県
中
学
校
体
育
大
会
新
人
大
会

青
森
県
中
学
校
体
育
大
会
新
人
大
会 

（
野
球
・
陸
上
・
柔
道
）
結
果

（
野
球
・
陸
上
・
柔
道
）
結
果 

青
森
県
中
学
校
体
育
大
会
新
人
大
会 

（
野
球
・
陸
上
・
柔
道
）
結
果 
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～ この春、太平洋2,000　の 
クルーズに旅立とう！ ～ 

 

 

～ この春、太平洋2,000　の 
クルーズに旅立とう！ ～ 

 

キ 
  ロ 
キ 
  ロ 

平成22年度　B&G体験クルーズ 参加者募集 

～ この春、太平洋2,000　の 
クルーズに旅立とう！ ～ 

 

キ 
  ロ 

 

平成23年３月26日（土）～３月31日（木）５泊６日 
 

　七戸町教育委員会では、B&G「体験クルーズ」の参加者

を募集しています。 

　この事業は、子ども達に「船」、「海」、「自然」への理解・

興味を深めてもらうとともに、異年齢・多地域の参加者に

よる共同生活を通して社会性やルール、マナーを身につけ

てもらうことを目的としています。 

　全国から集まった500名の仲間と、様々な経験をしてみ

ませんか？ 

 

★募集人員　町内小学４年生～中学３年生の男女２名 

　　　　　　（応募多数の場合は、公開抽選とします。） 

　　　　　　前回海洋体験セミナー・体験クルーズに参加された方は、ご遠慮下さい。 

 

★参 加 費　80,000円 税込（晴海ふ頭集合解散の場合）　 

　　　　　　集合解散場所までの旅費は、含まれていません。 

　　　　　　※日本財団とB&G財団の助成により16万円かかるところが８万円となっています！ 

　　　　　　※上記参加費用及び旅費（集合場所解散まで）の合計額の約１/２を七戸町教育委員会が負担

　　　　　　　します。 

　　　　　　※ただし、準備費・健康診断書・その他（写真等）は、自己負担となります。 

 

★寄 港 地　東京都小笠原村（父島） 

 

★使用客船　ふじ丸（23,000トン） 

 

★後　　援　内閣府・文部科学省・国土交通省・東京都・日本財団（予定） 

 

★研修内容　カヌー、シュノーケリング、ライフセービング、ホエールウォッチング、ウミガメ学習、鳥島・

　　　　　　アホウドリ観察、小笠原諸島の自然や生物に関する学習、船長さんのお話、操舵室見学、夕食

　　　　　　時のテーブルマナーなど 

 

★参加者募集期間 （1次募集） 

　　　　　　平成22年11月１日（月）～平成22年11月30日（火）（土・日・祭日除く9：00～17：00） 

　　 

★申込方法　○○小・中学校○年○組・氏名・郵便番号・住所・保護者名・電話番号を下記申込先へお知ら

　　　　　　せ下さい。 

 

★申込み・問合せ先 

　　　　　　七戸町教育委員会　スポーツ振興課　☎62－9706　Ｂ＆Ｇ体験クルーズ係（佐々木）まで 
　　　　　　※七戸町より集合解散場所までは、教育委員会職員が同行いたしますのでご安心下さい。 
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《
短
　
歌
》 

な
す
び
手
に
夕
陽
を
浴
び
て
帰
り
来
ぬ 

　
　
　
妻
の
背
中
に
ト
ン
ボ
つ
き
居
り 

福
士
孝
衛 

 

何
処
に
て
雀
脅
し
の
音
響
く 

　
　
　
早
朝
畑
の
秋
草
取
れ
ば 

沢
橋
美
沙 

 

猛
暑
に
て
北
限
に
咲
く
百
日
紅 

　
　
　
秋
陽
の
中
に
な
が
ら
え
て
お
り 

宮
沢
崇
子 

 

渓
谷
の
水
の
流
れ
に
耳
澄
ま
し 

　
　
　
イ
ワ
ナ
食
い
付
く
瞬
間
を
待
つ 

市
ノ
渡
つ
ま
子 

 

ま
ぼ
ろ
し
か
実
か
「
坪
の
石
文
」
は 

　
　
　
鎮
座
ま
し
ま
す
館
の
央
に 

佐
藤
悠
一 

 

い
つ
の
日
か
義
母
が
譲
り
し
留
袖
を 

　
　
　
子
ら
の
祝
儀
に
き
り
り
と
着
た
し 

高
田
洋
子 

 

歳
近
き
叔
父
の
余
命
を
思
ひ
つ
つ 

　
　
　
十
六
夜
の
月
に
双
手
を
合
は
す 

哘
崎
ア
イ
子 

 

休
日
は
母
と
育
て
し
野
菜
等
を 

　
　
　
曲
を
聴
き
つ
つ
娘
に
届
け
行
く 原

信
子  

      

《
俳
　
句
》 

病
む
兄
の
湯
浴
み
静
か
や
夜
の
ち
ち
ろ 

妻
神
不
泣 

月
明
や
岳
の
祠
を
浮
き
立
た
す 

福
田
露
幸 

遊
ぶ
子
の
声
な
き
路
地
や
い
わ
し
雲 山

田
慶
子 

叩
い
て
も
死
ん
で
も
放
つ
放
屁
虫 

和
田
馴
二 

童
謡
が
口
つ
い
て
出
る
月
の
夜 

新
田
純
治 

拾
っ
て
る
母
の
遺
骨
や
秋
の
雲 

森
野
弘
美 

 

《
川
　
柳
》
「
内
緒
」 

欠
点
を
内
緒
に
し
て
る
思
い
や
り 

花
子 

内
緒
で
は
済
ま
ぬ
相
撲
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル 

幸 

あ
の
人
に
内
緒
の
話
ご
法
度
よ 

香
っ
ぺ 

婆
ち
ゃ
ん
が
内
緒
で
く
れ
た
皺
の
札 

布
実  

★新着図書の紹介★  

【中央図書館】 【中央公民館図書室】 

文
芸
欄 

文
芸
欄 

★今月の休館日…3日（水・祝）・23日（火・祝）、25日（木） 
★図書館・図書室は、毎月第4木曜日、祝日、年末年始を除き、土曜日・日曜日も開館しています。 

ま
こ
と 

は
　
は 

な
か 

こ 

No. 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10

書 名  

往復書簡 

おふくろの夜回り 

ペンギン・ハイウェイ 

伝える力 

小惑星探査機はやぶさの冒険 

やさしい仏像（観る作法） 

ＯＲＩＲＯＢＯ 
－切らずに１枚で折るオリガミロボット－ 

海自レシピ　お艦の味 

炊飯器で 
ホットケーキミックスのお菓子 

借りぐらしのアリエッティ 
（徳間アニメ絵本） 

等　一般書　40冊　児童書　1冊 
（9/11～10/10　登録（購入・寄贈分）） 

書 名  

虹・押し花作家７人集 

もちもち、ふわふわ米粉の蒸しパン 

おれのおばさん 

劇的な人生こそ真実 
（私が逢った昭和の異人たち） 

いのちの森の台所 

おいしいきのこ毒きのこ 
－見分け方がよくわかるー 

10ぴきのかえるのあきまつり 
（ＰＨＰにこにこえほん） 

コウノトリのおはなし 
ーえんとつのうえの車輪ー 

はじめてのもり 

だいすきだよ、 
オルヤンおじいちゃん 

等　一般書　23冊　児童書　22冊 
（8/28～9/29　登録（購入分）） 

著 者 名  

湊　  かなえ 

三 浦 哲 郎  

森 見 登美彦 

池 上 　 彰  

山 根 一 眞  

岩田茂樹（監修） 
稲本泰生（監修） 

フチモトムネジ 

小学館出版局（著） 
海上自衛隊（協力） 

飯 田 　 順 子  

メアリー・ノートン（原作） 
宮崎駿（企画・脚本） 
 

著 者 名  

金 田 清 子  
（ほか・作） 

上 田 まり子 

佐 川 光 晴  

荻 原 朔 美  

佐 藤 初 女  

大 作 晃 一  

中 川 道 子  

ティボル・ゲルゲイ 

小手鞠 る い（作） 
たかすかずみ（絵） 

カミラ・ 
ボルイストレム 

No. 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10



 
行 政・人 権 相 談 所  
開 設 の ご 案 内  
 

　たとえば次のようなことでお悩み

の方は、お気軽にご相談ください。相

談料は無料です。 

※家族間によるもの（夫婦間のいざ

　こざ・遺産相続・老後の扶養など） 

※近隣関係によるもの（近所の騒音・

　悪臭公害・土地境界の争いなど） 

※行政に関するもの（行政に対する

　要望や苦情、制度や仕組みについて） 

○日時　11月10日（水） 
　　　　午前９時～12時 

○場所　七戸町役場２階第３会議室 

　　　　七戸庁舎　３階第２会議室 

○相談料　無　料《秘密厳守》 

○相談員　行政相談委員・ 

人権擁護委員 

※東北町、野辺地町、六ヶ所村にお

　住まいの方も相談できます。 

○問合せ先　町民課　☎68－2112 
　　　　　　庶務課　☎62－2111 
 

※七戸町にお住まいの方も、下記の

日程で、相談を受けることができます。 

●東北町 

○日時　11月15日（月） 

　　　　午前10時～12時 

○場所　東北町役場 

○問合せ先 

　東北町役場東北分庁舎福祉課 

☎0175－63－2111 
 
人権擁護委員就任の  
お 知 ら せ  
 

 

 

 

 

 

 

　法務省は10月１日付けで人権擁護

委員に新田チカさんを再任し、10月

12日に開催された十和田人権擁護委

員協議会において、委嘱伝達式を行

いました。 

　人権擁護委員は困りごと、差別、

いやがらせなど、人権擁護に関する

ことの相談を受けますのでお気軽に

ご相談ください。 

 

 

「女性のためのなんでも 
相談所」開設のお知らせ 
 

　11月15日（月）から11月21日（日）

まで全国一斉「女性のホットライン

強化週間」として女性をめぐる人権

問題の解決を図る取り組みを強化し

ています。 

　夫婦、家族、親子、暴力、セクハ

ラ等女性に関する問題や近隣問題等

何でも結構です。 

　ひとりで悩まずお気軽に相談して

ください。 

○日時　11月15日（月） 
　　　　午前10時～午後３時 

○場所　十和田奥入瀬合同庁舎 

　　　　１階共用会議室 

（十和田市役所東隣） 

○相談委員　人権擁護委員 

○問合せ先 

　十和田人権擁護委員協議会・ 

青森地方法務局十和田支局 

　　　　　　　☎23－2424 
 
「法務局なんでも相談所」 
開 設 の お 知 ら せ  
 

　12月４日から10日までの「人権

週間」にちなみ、「法務局なんでも

相談所」を開設しますのでご利用く

ださい。 

　相談は、登記、土地の境界、相続、遺

言、近所とのトラブル、セクハラ、子

どものいじめや虐待等、困っている

問題があればお気軽にご相談くださ

い。相談は無料で、秘密は厳守します。 

○日時　12月11日（土） 
　　　　午前10時～午後４時 

○場所　青森地方法務局十和田支局 

　　　　十和田奥入瀬合同庁舎 

　　　　１階共用会議室 

○相談担当者 

　法務局職員、人権擁護委員、公証

　人、司法書士、土地家屋調査士 

○問合せ先 

　青森地方法務局十和田支局 

　総務課　☎23－2424 
○主催　青森地方法務局十和田支局、

　　　　十和田人権擁護委員協議会 

○共催　司法書士会十和田支部、 

　　　　土地家屋調査士会 

十和田支部 

 

 
七 戸 鎧 ま つ り  
開 催 の お 知 ら せ  
 

歴史と伝承の町・ 
七戸の魅力を再発見！ 

　七戸地方に伝わる甲冑・装束、文

化財クラスの武者人形を展示・解説

し、それにちなんで七戸町在住で全

国にファンの多い奈里多究星氏の山

車人形、また各町内会で秋まつりに

制作した山車人形や装束を展示しま

す。 

　また、鎧組み立て実演、忠実に再

現した鎧下装束の着用体験、中世の

戦闘糧食起源の伝統食を集めた「戦

国食堂」も特設されます。 

　秋の城下町を、歴史に思いをはせ

ながら、ゆっくりと散歩してみませ

んか？ 

○日　時　11月13日（土） 
～14日（日） 

　　　　　午前10時～午後３時 

○会　場 

　■旧郵便局 

　　甲冑主展示場（七戸伝来甲冑７

　　領展示、鎧下装束など） 

　■中央ビル 

　　奈里多究星 

武者人形ディスプレイ 

　　戦国食堂（はっと、鴨そばなど

　　の中世起源の伝統食） 

　■インテリアユニオン石源 

ショールーム 

　　石田家所蔵の甲冑・武具等の展示 

　　ハンバーガースタンド 

　■各町内会による山車人形・装束

　　による商店街演出 

○主　催　鎧まつり有志の会 

　　　　（代表　　中　幾治郎） 

○後　援　七戸町 

　　　　　七戸町教育委員会 

　　　　　七戸町文化協会 

　　　　　七戸町観光協会 

　　　　　七戸町商工会 

　　　　　七戸町商工会青年部 

　　　　　七戸町商工会女性部 

　　　　　七戸中央商店街協同組合 

　　　　　天間林村商工会 
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青森県最低賃金改正の 
お 知 ら せ  
 

　青森県最低賃金が改正されました。

金額等は次のとおりです。 

時間額　645円 
　　　（平成22年10月29日から） 

・青森県最低賃金は、青森県内で働

　くすべての労働者と、労働者を一

　人でも使用している使用者に適用

　されます。 

・製造業と小売業の一部には、産業

　別最低賃金が定められています。 

・詳しくは、青森労働局ホームペー

　ジからもご覧になれます。 

　（http://www.aomori.plb.go.jp/） 

 

必ずチェック最低賃金！ 
使用者も、労働者も 

 

○問合せ先 

　青森労働局労働基準部賃金室 

☎　017－734－4114 
FAX 017－734－5821

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 2 3年　七戸町  
成 人 式 の お 知 ら せ  

 

○日　時 

　平成23年1月9日（日） 
　　受　　付　正午～ 

　　記念撮影　午後１時～ 

　　式　　典　午後１時30分～ 

○場　所　七戸中央公民館 

○対象者　平成２年４月２日～平成

　３年４月１日生まれの町内中学校

　（七戸中・天間舘中・榎林中）卒

　業生並びに七戸町在住の方。 

※対象者の方には往復ハガキでご案

　内しますが、11月末までに届かな

　い場合は下記へご連絡ください。 

○問合せ先 

　七戸中央公民館　☎68－2920 
　七戸南公民館　　☎62－2118 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“緑の羽根が森林（もり）になる” 
緑の募金のご協力について 
 

　森林は二酸化炭素の吸収源として、
地球の温暖化の防止に大きな力を発
揮するばかりでなく、土砂崩れなど
の自然災害を防ぎ、おいしい水をつ
くってくれます。 
　緑の募金は国内外の森林整備や森
林ボランティアの育成などに大切に
活用されています。さらに募金の一
部が町緑化推進委員会に還元され、
町内の小、中学校をはじめ各種団体
へ交付され花壇づくりや植樹等、環
境整備に助成されています。 
　今年度も善意の募金をよろしくお
願いいたします。 
　募金の方法については、11月中に
町内会並びに行政連絡員の方々がみ
なさまへご協力のお願いにまわりま
す。 
　また、企業や職場からの募金も受
け付けておりますので、よろしくお
願いいたします。 
○問合せ先 
　七戸町緑化推進委員会事務局 

　七戸町農林課　☎68－2116 
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自宅やオフィスの 
パソコンから･･･ 
 

申　告 
 

納　税 
 

申請･届出 
 

インターネット 
 

e-Taxで送信 
 

消費税の中間申告・納付、 
源泉所得税の毎月納付など、 
利用機会の多い手続は特に便利です！ 
 

※e-Taxを利用するには、事前に電子証明書の取得、開始届出書の提出などが必要です。
　（開始届出書もオンラインで提出できます。）なお、電子証明書がＩＣカードに格納
　されている場合には、別途、ＩＣカードリーダライタが必要となります。 
※国、地方公共団体がe-Taxを利用して電子申告等を行う際には、国においては政府
　共用認証局が発行する官職証明書、地方公共団体においては地方公共団体組織認証
　基盤（ＬＧＰＫＩ）の認証機関が発行する職責証明書を利用することができます。 
 

 e-Taxを始めよう！ 
国税の各種手続きがインターネットで！ 

税務署 
 

e-Taxホームページで　www.e-Tax.nta.go.jp イータックス 

 

検索 

e-Tax 

 

詳しくは 
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年末調整関係事務説明会のお知らせ 

 

　平成22年分の年末調整関係事務の説明会を下記の日程等により開催いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　１　年末調整関係書類に不足がある場合は、説明会場及び十和田税務署で配付いたします。 

　２　対象地域は特に指定しておりませんので、どちらの会場でも出席が可能です。 

　３　会場駐車場は利用台数に限りがありますので、公共の交通機関をご利用ください。 

　４　説明会で使用する書類 

　　　○年末調整のしかた 

　　　○給与所得の源泉徴収票等の法定調書の作成と提出の手引 

　　　○給与支払報告書（総括表）の書きかた 

　　　○源泉徴収票・支払調書作成のチェックポイント 

　５　個人事業者の決算説明会（年末調整関係事務の説明も含む。）は別途開催されます。 

 

○問合せ先　十和田税務署　法人課税第一部門（源泉所得税担当）☎23－3151（代表） 
　　　　　　※この文書に関する電話でのお問い合わせは、音声案内メッセージに従い、「２」番（当税務署にご用

　　　　　　　の方）を選択してください。 

 

 

 

開催月日 

 

11月15日（月） 

 

11月16日（火） 

 

11月17日（水） 

 

11月18日（木） 

 

11月22日（月） 

 

受付開始時間 

 

 13時30分 

 

13時30分 

 

13時30分 

 

13時30分 

 

13時30分 

 

説明会 

開始・終了時間 

14時00分～ 

15時30分 

14時00分～ 

15時30分 

14時00分～ 

15時30分 

14時00分～ 

15時30分 

14時00分～ 

15時30分 

 

会　　　場 

三沢市国際交流教育センター 

三沢市大字三沢字園沢230－1 

十和田市民文化センター 

十和田市西三番町2－1 

六ヶ所村文化交流プラザ 

上北郡六ヶ所村大字尾駮字野附1－8 

東北町コミュニティセンター 

上北郡東北町字塔ノ沢山1 

野辺地町中央公民館 

上北郡野辺地町字野辺地1－15 

 



 

「第４９回上北郡連合 
ＰＴＡ研究大会」開催の
お 知 ら せ  
 

　今年度の講演は、皆様もご存じの

「伊奈かっぺい」さんです。まだ若干、

席に余裕がございますので、伊奈か

っぺいさんの楽しいお話をお聞きに

なりたい方は、お早めに下記まで申

し込みください。 

○期　日　11月28日（日） 
○場　所　天間林体育館 

○日　程　午前９時10分～開会行事 

　　　　　午前９時35分～実践発表 

　　　　　午前11時00分～講演会 

　講師　伊奈　かっぺい　さん 

　演題　「暮らしの中の笑いさがし」 

　　　　－面白がることを 

面白がるために－ 

○参加料　無　料 

○申込方法　郵便かFAX等の紙媒

　体で、住所、氏名、電話番号をご

　記入の上（書式任意）、11月12日（金）

　までに下記へ送付ください。 

※定員になり次第、締め切りとさせ

　ていただきます。 

○申込み・問合せ先 

　七戸中学校　岩本浩也 

　住所　七戸町字鶴児平191 

　☎　62－3220 
 　　　　　 ＦＡＸ 62－3803 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司 法 書 士 に  
相談してください！  
 

　相続・労働トラブル・成年後見・

借金問題について司法書士が無料で

相談に応じますので、お気軽にお尋

ねください。 

○日時　11月23日（火） 
　　　　午前10時～午後４時 

○場所　アピオあおもり 

２階　小研修室 

　　　　（青森市中央３丁目17－１ 

☎017－732－1010） 
○主催　青森県司法書士会 

○共催　社団法人成年後見センター・

　　　　リーガルサポート青森支部 

　　　　青森県青年司法書士会 

　なお、相談は無料ですが、具体的

な手続きが必要になる場合には、別

途費用がかかりますので、相談員に

ご確認ください。また、上記日時以

外でも青森県司法書士会総合相談セ

ンター（☎0120－940－230）へご
連絡いただけると相談（有料）のご

案内やご相談内容に応じたお近くの

司法書士の紹介を行っております。 

○問合せ先　青森県司法書士会 

　　　　　　（青森市長島3-5-16） 

☎017－776－8398 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就 職 支 援 セ ン タ ー  
１ 日 就 職 相 談 会  
 

　あなたの就職活動をサポートしま

す！！ 

○日　時　11月11日（木） 
　　　　　午前10時～午後３時 

○場　所　柏葉館 

○対象者 

　　この地域にお住まいの方で仕事

　に関して相談したい方 

○内　容 

　・パソコンによる職業適性診断 

　・キャリアカウンセリング 

　・社会保険労務士による相談 

　（事業主の方もご利用になれます。） 

　・履歴書・職務経歴書の書き方指導 

　・生活・就労相談 

　・求人及び職業訓練の情報提供 
 

ビデオ視聴セミナー 

■面接トレーニング（30分） 

■履歴書と職務経歴書の作成法（41分） 
繰り返し上映いたします 

雇用保険受給の為の 

「求職活動」になります！ 

当日はハローワークの職員も同

行いたします。 
 

○問合せ先 

　青森県地域共同就職支援センター 

　〒033-0043 

　三沢市千代田町4丁目140-369 

☎27－6005　FAX 53－5046 
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　戸籍の窓口への掲載は、役

場に届け出された時に、本人

から確認できたものだけを掲

載しております。 

　また、他町村に届け出し、「広

報しちのへ」に掲載したい方

は役場町民課町民係へご連絡

ください。 

☎ 68－2112（内線214） 

　戸籍の窓口への掲載は、役

場に届け出された時に、本人

から確認できたものだけを掲

載しております。 

　また、他町村に届け出し、「広

報しちのへ」に掲載したい方

は役場町民課町民係へご連絡

ください。 

☎ 68－2112（内線214） 

 
戸籍の窓口 
９月16日～10月15日 

◎お誕生おめでとうございます 

　子ども　　　 母親　　　住所 

市ノ渡佳音ちゃん　寛　子さん　天　　王 

中原　莉央く　ん　恵美子さん　前 川 原  

哘　賢太郎く　ん　恵　子さん　夏間木２ 

小林　威月く　ん　　聖　さん　舘　　野 

佐藤　悠莉ちゃん　友　香さん　天　　王 

天間　鈴音ちゃん　郁　美さん　森 ノ 上  

古内　那月く　ん　尚　美さん　森 ノ 上  

貝塚　美咲ちゃん　沙　織さん　貝　　塚 

苫米地夢叶ちゃん　真　希さん　大　　沢 

 

◎ご結婚おめでとうございます 

　太　田　公　平 さん　東 上 川 原  

　山　本　　　円 さん　十 和 田 市  

　工　藤　　　悟 さん　山　形　市 

　附　田　恵　美 さん　附　　　田 

　鳥谷部　裕　也 さん　鳥　谷　部 

　澤　口　友　愛 さん　十 和 田 市  

 

 

 

　川　村　博　見 さん　山　　　屋 

　保土沢　志　穂 さん　六　戸　町 

 

●お悔やみ申し上げます 

成　田　ち　よさん　97歳　上 屋 田  

上　子　ち　よさん　88歳　天間蒼前 

大　池　ナ　ンさん　86歳　倉　　越 

藤　嶋　清　勝さん　75歳　七　　戸 

大　竹　雪　子さん　96歳　十 役 野  

山　田　稔　夫さん　77歳　七　　戸 

菊　地　金　作さん　71歳　蛇　　坂 

岡　田　　　勲さん　66歳　桜　　木 

道　地　清　美さん　83歳　七　　戸 

米内山　てる子さん　91歳　七　　戸 

橋　本　　　年さん　82歳　倉　　越 

寺　澤　司　男さん　75歳　舘　　野 

小　又　はるゑさん　98歳　李　　沢 

森　　　勇　吉さん　82歳　川　　去 

山　崎　忠　雄さん　92歳　東上川原 

附　田　み　つさん 87歳　附　　田 

水　尻　み　きさん 78歳　舘　　野 

大　池　あゆみさん 28歳　大　　池 

中　道　ナ　ミさん 91歳　道 ノ 上  

岡　村　啓次郎さん 80歳　上 町 野  

 

 

 

 
平成２２年度　自衛官等募集のご案内      

 

○募集種目 　陸上自衛隊高等工科学校生徒（一般受験・推薦受験） 

○応募資格　平成23年４月１日現在　●15歳以上17歳未満の男子 

○受付期間　平成22年11月１日（月）～平成23年１月７日（金） 

　　　　　　推薦　１月６日（木） 

○試験期日　平成23年１月22日（土） 

　　　　　　推薦は、１月15～17日のうち指定する１日 

○試験場所　下記までお問い合せください。 

○高等工科学校生徒の概要 

①生徒課程（３学年）修了時に、「自衛官（陸士長）」に任用し、卒後課程（約

　１年）修了後、19～20歳で３等陸曹に昇任します。 

②高校普通科教育と同等の教育を学び、３学年終了時には神奈川県立横浜修

　悠館高等学校（通信制）の卒業資格が得られます。 

③生徒手当（月額94,900円）、期末手当年２回（６月、12月）が支給されます。 

④卒業生の多くが、防衛大学校生、航空学生、陸上自衛隊パイロット及び幹

　部自衛官として活躍しています。 

■細部については、下記までお問い合わせください。     

　自衛隊青森地方協力本部　三沢募集案内所 

　〒033－0037　三沢市松園町三丁目６－16　中野プラザビル２Ｆ（ユニバース隣） 

　　　　　　　 ☎、FAX 53－1346　e-mail:plomisawa@carrot.ocn.ne.jp    
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町の統計 
平成22年９月30日現在 

 

　男　　　８，６２３人 

（－　　　６） 

　女　　　９，２７７人 

（－　　１８） 

　計　　１７，９００人 

（－　　２４） 

世帯数　　６，８５５世帯 

（－　　　４） 

（　 ）内は前月比 

 

★交通事故 

　件　　　　数 

９件 （５４件）〈＋　１〉 

　傷　　　　者 

　１３人 （７０人）〈＋　６〉 

　死　　　　者 

０人 （　０人）〈－　１〉 

（    ）内は１月からの累計 

〈    〉内は平成21年同月末比 

 

★町内の火災 

　建　　　　物　０件 （３件） 

　林野・その他　０件 （２件） 

（     ）内は１月からの累計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

かのん 

り　お 

けんたろう　　 

いつき 

ゆうり 

すずね 

なつき 

みさき 

みらい 

 



●発行日　平成22年11月１日発行 

●発行者　七戸町　企画財政課 

　　　　　〒039－2792　青森県上北郡七戸町字森ノ上131－4　℡ 0176－68－2117

■入館時間■　午前10時～午後５時30分 

　　　　　　　（閉館は午後６時) 
 

■休 館 日■　定休日＝毎週月曜日 

　　　　　　　展示替え休館＝11/8(月)〜11/13(土) 
 

■入 館 料■ 

　一般500円、高校・大学生300円、小･中学生100円 
　※20名様以上の団体、JAF会員、県民カレッジ受講者は各２割引 

　※上記入館料で特別展・常設展、すべての展覧会をご鑑賞いただ

　　けます 
 

■問合せ先■　鷹山宇一記念美術館　☎ 62－5858 
 

 

 

 

 

 

 

 

　青森県南部地方の小中学生に作品を公募した絵画コ

ンテスト「鷹山賞児童作品展」。本年第10回展を記念

して、第１回展から鷹山賞児童作品展の審査員長を務

める濱田進先生による絵画展を開催します。フランス

やイタリアの街角・街並み風景を繊細、緻密に描き出

す作品群、しかし、ただの風景ではありません。濱田

先生の遊び心や心象が表された独特の「ハマダワール

ド」が広がります。大人心も子ども心もくすぐる、二

科会絵画部会員で評議員を務める洋画家・濱田進先生

の絵画展を是非お楽しみください。また、10回展と

なる本年度の鷹山賞児童作品展では、44団体１個人 

から700点もの力作が寄せられました。審査会

において選ばれた鷹山賞を頂点とする入賞26点、

入選79点とともに、第１回展からの歴代鷹山

賞受賞作品を一堂に展覧します。併せて、地球

環境をテーマに、世界各国の子どもたちによる

作品展も開催！ 

　発想も表現の仕方も柔軟で素直な子どもたち

の作品を前に、私たち大人は思わず「はっ」と

したり「なるほど！」と唸ったり･･･。大人が忘

れかけている大切な何かを気づかせてくれる、

そんな子どもたちによる絵画展×二科会会員・

濱田進先生による初のコラボ展。是非ご鑑賞く

ださい。ご来館を心からお待ちしております。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　平成22年度ジュニア育成事業ベースボールスクール『橋

本武広杯少年野球大会』が10月16日七戸総合運動公園野

球場で開催されました。 

　この大会は、七戸町出身で元プロ野球選手の橋本武広さ

んが、「土の上で試合をしながら子供達に野球の楽しさを

伝え、技術力・競技力の向上に貢献したい」と開催してい

ます。大会には七戸町、東北町管内の小学校及びスポーツ

少年団選抜チーム４チームが参加し、熱戦を繰り広げまし

た。 

　今大会には残念ながら橋本さんは参加することができま

せんでしたが、12月５日に屋内スポーツセンターで開催さ 

れる『ベースボールスクール』では橋本さんをはじめ、現

役のプロ野球選手も参加して、実技指導をしていただくこ

とになっています。 

 

鷹山賞児童作品展10周年！ 
■11月14日(日)～１月23日(日)まで特別展を開催！■ 

 
「第10回鷹山賞児童作品展」「審査員長／濱田進 展」「鷹山賞10年のあゆみ展」 

併催／「第10回地球環境世界児童画コンテスト優秀作品展」 

 

平成22年度　ジュニア育成事業ベースボールスクール 

『橋本武広杯少年野球大会』開催  
 

 
小学生の部　鷹山賞 

「元気にさけぶ　こえよしどり」 
(水彩、クレヨン) 

磯嶋洋平くん（八戸市立白　小学校２学年） 

 
濱田　　進 

（鷹山賞児童作品展審査員長、二科会評議員) 

「花降る広場」(キャンバス･油彩、2008年頃)

　大会の結果は次のとおりです。 

優　勝　天間林チーム（天間西小・天間東小） 

準優勝　上北クラブ　（上北小・第一小・小川原小） 

第３位　蛯沢クラブ　（甲地小・蛯沢小） 


